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今井眞一郎先生は老化・寿命制御機構の研究で世界的に有名な研究者
です。学部生の頃から一貫して老化に興味を持ち研究してこられました。
昨年、脂肪組織がNAD+合成酵素NAMPTをextracellular vesiclesに内包
して分泌し、老化•寿命の制御に重要であることを発見されました。これ
らを応用してマウスの老化の抑制に成功し、メディアにも大きく取り上
げられました。今回、一時帰国の際に金沢でセミナーをして頂く機会を
得ましたので、奮ってご参加くださいますようご案内申し上げます。
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